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全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
（
男
子
66

回
・
女
子
26
回
）
が
６
月
24
日
・
25
日
に

日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
、
男
女
と
も
全

国
９
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
集
ま
っ
た
大
学
生
の

チ
ー
ム
が
学
生
柔
道
日
本
一
を
争
っ
た
。

　

男
子
は
、
東
海
大
学
が
決
勝
で
明
治
大

学
を
３
︱
０
で
降
し
て
２
連
覇
し
、
最
多

22
回
目
の
優
勝
に
輝
い
た
。
女
子
５
人
制

で
は
、
山
梨
学
院
大
学
が
筑
波
大
学
と
の

接
戦
を
制
し
て
４
連
覇
を
達
成
。
女
子
３

人
制
は
、
早
稲
田
大
学
が
創
価
大
学
に
１

︱
０
で
勝
利
し
、
昨
年
に
続
い
て
２
連
覇

を
達
成
し
た
。

　

昨
年
、
王
者
に
返
り
咲
い
た
東
海
大

は
、
決
勝
ま
で
の
試
合
を
６
│
０
、
３
│

０
、
４
│
１
、
６
│
１
で
勝
ち
進
ん
だ
。

主
将
の
ウ
ル
フ
は
、
５
月
上
旬
に
右
胸
を

痛
め
る
も
、
そ
の
影
響
を
感
じ
さ
せ
な
い

活
躍
で
全
試
合
で
勝
ち
点
を
あ
げ
た
。
東

海
大
は
、
ウ
ル
フ
を
筆
頭
に
今
年
も
怒ど

濤と
う

の
快
進
撃
を
見
せ
て
、
12
年
連
続
で
の
決

勝
進
出
を
決
め
た
。

　

反
対
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
昨
年
ベ
ス

ト
８
の
明
治
大
が
５
│
１
、
３
│
１
、
６

│
０
、
２
│
１
で
勝
ち
進
み
、
準
決
勝
で

東海大学が連覇！ 22 回目の優勝

平成 29年度全日本学生柔道優勝大会

は
昨
年
準
優
勝
の
日
本
大
と
接
戦
を
繰
り

広
げ
、
２
│
２
の
内
容
差
で
降
し
、
16
年

ぶ
り
の
優
勝
に
向
け
て
決
勝
に
臨
ん
だ
。

◇
決
勝

　
　
　

東
海
大　
　

３
│
０　

明
治
大

先
鋒　

前
田
宗
哉　

引　

分　

野
々
内
悠
真

次
鋒　

太
田
彪
雅

大
内
刈　

小
川
雄
勢

五
将　

香
川
大
吾　

引　

分　
名
垣
浦
佑
太
郎

中
堅　

奥
野
拓
未
○
反
則
負　

金
山
天
地

三
将　
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン

大
内
刈　

田
中
源
大

副
将　

村
田
大
祐　

引　

分　

神
鳥　

剛

大
将　

影
浦　

心　

引　

分　

川
田
修
平

　

先
鋒
戦
は
引
分
。
続
く
次
鋒
戦
、
東
海

大
の
太
田
が
身
長
差
12
セ
ン
チ
の
明
治

大
・
小
川
を
物
と
も
せ
ず
、
鋭
い
大
内
刈

で
畳
に
抑
え
込
ん
で
技
有
を
奪
う
。
そ
の

後
、
太
田
は
手
堅
い
試
合
運
び
で
小
川
の

猛
攻
を
凌し
の

ぎ
、
先
制
し
て
貴
重
な
勝
ち
点

を
挙
げ
る
。
続
く
五
将
戦
は
引
分
。
中
堅

戦
、
東
海
大
・
奥
野
と
明
治
大
・
金
山
と

の
試
合
で
は
、
奥
野
は
金
山
に
圧
力
を
か

け
続
け
、
金
山
に
自
分
の
組
手
を
作
ら
せ

な
い
。
金
山
は
為な

す
術す
べ

な
く
指
導
を
３
つ

重
ね
て
反
則
負
。
奥
野
が
勝
利
し
、
東
海

大
が
２
│
０
で
リ
ー
ド
し
て
三
将
戦
を
迎

え
る
。
こ
こ
で
東
海
大
の
主
将
・
ウ
ル
フ

 

■
男
子
（
62
チ
ー
ム
出
場
）

男子優勝＝東海大学
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が
登
場
。
体
重
差
約
30
キ
ロ
の
明
治
大
・

田
中
を
相
手
に
堂
々
と
し
た
攻
め
を
見
せ

る
。
開
始
１
分
、
小
内
刈
か
ら
キ
レ
の
あ

る
大
内
刈
に
連
絡
し
、
田
中
を
畳
に
叩た
た

き

つ
け
て
技
有
を
奪
う
。
そ
の
後
も
果
敢
な

攻
め
を
見
せ
て
値
千
金
の
優
勢
勝
。
こ
の

時
点
で
東
海
大
の
優
勝
が
確
定
。
２
連
覇

を
達
成
し
た
。

　

副
将
戦
、
大
将
戦
で
は
一い
っ

矢し

報む
く

い
た
い

明
治
大
だ
っ
た
が
、
と
も
に
引
分
と
な

り
、
最
終
的
に
３
│
０
で
勝
利
し
た
東
海

大
が
、
最
多
記
録
を
更
新
す
る
22
回
目
の

優
勝
を
遂
げ
た
。

◎
優
勝
＝
東
海
大
・
上
水
研
一
朗
監
督

「
隙
の
な
い
戦
い
が
で
き
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
稽
古
は
質
を
突
き
詰

め
な
い
と
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
状
況
で
勝
て

ま
せ
ん
。
量
も
求
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん

が
、
稽
古
は
あ
く
ま
で
質
の
積
み
重
ね
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

◎
優
勝
＝
東
海
大
・
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
選
手

「
簡
単
な
試
合
は
一
つ
も
な
い
と
覚
悟
し

て
い
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、
欲
を
言
う
と

一
本
取
り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
僕
の
手

で
優
勝
を
た
ぐ
り
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
点

に
関
し
て
は
満
足
し
て
い
ま
す
」

男子決勝・中堅戦＝東海大・奥野（奥）
が明治大・金山に圧力をかける

男子決勝・次鋒戦＝東海大・太田（上）が
大内刈で技有を奪って抑え込む

男子決勝・三将戦＝東海大・ウルフ（手前）が
明治大・田中から大内刈の技有を奪って優勝を決める

男子決勝・大将戦＝東海大・影浦（左）が
明治大・川田を攻める

男子決勝・先鋒戦＝東海大・前田（右）
対明治大・野々内

男子決勝・五将戦＝東海大・香川（左）
対明治大・名垣浦

男子決勝・副将戦＝東海大・村田（右）
対明治大・神鳥
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３
連
覇
中
の
山
梨
学
院
大
は
２
│
０
、

３
│
１
、
３
│
０
と
順
当
に
勝
ち
上
が

り
、
準
決
勝
で
は
龍
谷
大
を
４
│
１
で
降

し
て
、
決
勝
に
進
出
。

　

一
方
の
筑
波
大
は
４
│
０
、
５
│
０
、

３
│
１
で
勝
ち
進
む
。
準
決
勝
は
、
昨
年

準
優
勝
の
環
太
平
洋
大
を
相
手
に
１
│
０

で
辛
勝
。
筑
波
大
が
、
苦
し
み
な
が
ら
も

２
年
ぶ
り
に
決
勝
の
舞
台
に
進
ん
だ
。

◇
決
勝

　
　

山
梨
学
院
大　

１
―
０　

筑
波
大

先
鋒　
出
口
ク
リ
ス
タ
○
崩
袈
裟
固　

柴
田
理
帆

次
鋒　

月
野
珠
里　

引　

分　

内
尾
真
子

中
堅　

佐
藤
史
織　

引　

分　

能
智
亜
衣
美

副
将　

新
添
左
季　

引　

分　

津
金　

恵

大
将　

泉　

真
生　

引　

分　

粂
田
春
乃

　

先
鋒
戦
、
１
年
生
か
ら
優
勝
に
貢
献
し

て
き
た
４
年
生
の
山
梨
学
院
大
・
出
口

は
、
序
盤
か
ら
積
極
的
に
攻
め
て
い
く
。

試
合
終
盤
、
筑
波
大
・
柴
田
を
足
技
で
崩

し
、
崩
袈
裟
固
で
相
手
を
抑
え
て
一
本

勝
。
続
く
次
鋒
戦
は
、
体
格
差
で
勝
る
山

梨
学
院
大
・
月
野
が
筑
波
大
・
内
尾
に
圧

力
を
か
け
続
け
引
分
に
持
ち
込
む
。
中
堅

戦
は
昨
年
全
日
本
選
抜
柔
道
体
重
別
選
手

権
大
会
優
勝
の
筑
波
大
・
能
智
が
登
場
。

山
梨
学
院
大
・
佐
藤
は
攻
め
続
け
る
も
決

ま
り
手
は
な
く
能
智
と
引
き
分
け
る
。
副

将
戦
で
は
、
昨
年
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
東
京

優
勝
の
山
梨
学
院
大
・
新
添
が
登
場
し
、

筑
波
大
・
津
金
と
対
戦
。
新
添
は
津
金
と

一
進
一
退
の
攻
防
を
見
せ
る
も
、
試
合
は

動
か
ず
引
分
と
な
っ
た
。

　

山
梨
学
院
大
が
１
│
０
で
リ
ー
ド
し
て

迎
え
た
大
将
戦
、
後
が
な
い
筑
波
大
・
粂

田
は
序
盤
か
ら
攻
勢
に
出
る
。
相
手
は
、

出
場
し
た
２
試
合
で
全
て
一
本
勝
を
決
め

て
勝
ち
上
が
っ
た
山
梨
学
院
大
・
泉
。
試

合
は
両
者
攻
め
あ
ぐ
ね
る
展
開
。
最
後
ま

で
一
本
を
狙
っ
て
攻
め
続
け
る
粂
田
だ

が
、
試
合
巧
者
の
泉
は
こ
れ
を
何
と
か
防

ぎ
切
っ
て
引
分
へ
。

　

山
梨
学
院
大
は
、
先
鋒
の
出
口
の
勝
利

を
守
り
切
っ
て
４
連
覇
を
達
成
。
優
勝
回

数
記
録
を
最
多
の
８
に
伸
ば
し
た
。

◎
優
勝
＝
山
梨
学
院
大
・
山
部
伸
敏
監
督

「
学
生
た
ち
は
本
当
に
よ
く
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
出
場
し
た
８
名
だ
け
で
は
な

く
、
部
員
全
員
が
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

し
て
く
れ
た
結
果
で
す
。
本
当
に
わ
ず
か

な
差
で
１
回
戦
か
ら
勝
っ
て
き
た
と
思
い

ま
す
。
最
後
は
苦
し
い
試
合
だ
っ
た
の
で

す
が
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
自
分
た

ち
の
柔
道
を
や
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
次
に

繋つ
な

げ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

女子５人制・決勝先鋒戦＝山梨学院大・出口（上）
が崩袈裟固で一本勝

【
大
会
結
果
】

■
男
子

◎
優　

勝
＝
東
海
大

○
準
優
勝
＝
明
治
大

▽
第
３
位
＝
筑
波
大
、
日
本
大

▽
優
秀
選
手
＝
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
（
東
海

大
）、
太
田
彪
雅
（
東
海
大
）、
田
中
源

大
（
明
治
大
）、
神
鳥
剛
（
明
治
大
）、

佐
々
木
健
志
（
筑
波
大
）、
ダ
ニ
エ
ル

デ
ィ
チ
ェ
フ（
日
本
大
）、松
井
海
斗（
日

体
大
）、
満
井
均
士
（
近
畿
大
）、
二
見

省
吾
（
國
學
院
大
）、飯
田
健
太
郎
（
国

士
舘
大
）

女
子
５
人
制
優
勝
＝
山
梨
学
院
大
学

 
■
女
子
５
人
制
（
32
チ
ー
ム
出
場
）

◎
優
勝
＝
山
梨
学
院
大
・
出
口
ク
リ
ス
タ
選
手

「
１
年
生
の
と
き
は
引
分
が
多
く
、
あ
ま

り
良
い
内
容
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

先
輩
方
の
お
か
げ
で
優
勝
で
き
た
の
で
、

今
回
は
自
分
が
そ
の
立
場
に
な
る
こ
と
が

で
き
て
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
４
年

間
の
決
勝
の
中
で
一
番
気
持
ち
が
出
た
試

合
で
し
た
」心技体 人を育てる総合誌
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女子３人制・決勝先鋒戦＝
攻める早稲田大・渡邊（奥）

女子３人制優勝＝早稲田大学

 
■
女
子
３
人
制
（
30
チ
ー
ム
出
場
）

　

決
勝
は
、
前
年
度
優
勝
の
早
稲
田
大
と

６
年
ぶ
り
の
優
勝
を
狙
う
創
価
大
の
対
決

と
な
っ
た
。

◇
決
勝

　
　
　

早
稲
田
大　

１
―
０　

創
価
大

先
鋒　

渡
邊
聖
未
○
反
則
負　

矢
部
瑞
希

中
堅　

佐
藤
美
祐　

引　

分　

岩
佐　

碧

大
将　

小
野
華
菜
恵　

引　

分　

岩
佐　

遥

　

先
鋒
戦
は
随
所
で
見
事
な
一
本
を
決
め

て
き
た
早
稲
田
大
・
渡
邊
と
創
価
大
・
矢

部
の
対
戦
。
渡
邊
は
終
始
攻
め
手
を
緩
め

ず
に
矢
部
を
防
戦
一
方
に
さ
せ
る
。
指
導

を
重
ね
た
矢
部
は
、
試
合
時
間
残
り
わ
ず

か
な
と
こ
ろ
で
指
導
３
つ
と
な
り
反
則

負
。
続
く
中
堅
戦
は
、
両
者
が
攻
め
切
れ

ず
に
引
分
。
早
稲
田
大
が
１
―
０
の
リ
ー

ド
し
て
迎
え
た
大
将
戦
、
早
稲
田
大
・
小

野
が
、
創
価
大
・
岩
佐
の
必
死
の
攻
撃
を

封
じ
る
と
引
分
で
試
合
終
了
。
早
稲
田
大

が
１
―
０
で
連
覇
を
達
成
し
た
。

◎
優
勝
＝
早
稲
田
大
・
川
田
一
洋
監
督

「
必
ず
優
勝
す
る
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て

見
事
に
有
言
実
行
で
き
ま
し
た
。
一
本
を

取
る
柔
道
を
貫
け
た
と
思
い
ま
す
」

◎
優
勝
＝
早
稲
田
大
・
渡
邊
聖
未
選
手

「
着
実
に
ポ
イ
ン
ト
を
取
り
、
２
連
覇
で

き
て
安
心
し
ま
し
た
。
今
後
は
立
技
の
形

も
作
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

■
女
子
５
人
制

◎
優　

勝
＝
山
梨
学
院
大

○
準
優
勝
＝
筑
波
大

▽
第
３
位
＝
龍
谷
大
、
環
太
平
洋
大

▽
優
秀
選
手
＝
出
口
ク
リ
ス
タ
（
山
梨
学

院
大
）、
津
金
恵
（
筑
波
大
）、
米
澤
夏

帆
（
龍
谷
大
）、
廣
木
あ
す
か
（
環
太

平
洋
大
）

■
女
子
３
人
制

◎
優　

勝
＝
早
稲
田
大

○
準
優
勝
＝
創
価
大

▽
第
３
位
＝
埼
玉
大
、
姫
路
獨
協
大

▽
優
秀
選
手
＝
渡
邊
聖
未（
早
稲
田
大
）、

岩
佐
遥
（
創
価
大
）、榎
谷
と
も
み
（
埼

玉
大
）、
山
下
優
光
（
姫
路
獨
協
大
）

発

有
田

　秀
穂
著

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
、「
無
心
」の
状
態
を
作
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

神
経
。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
丹
田
呼
吸
法
を
手
懸
か
り
に
、
誰
も

が
で
き
る
脳
の
活
性
化
方
法
を
解
説
。

人
間
の
心
身
を
安
定
さ
せ
、「
無
心
」の
状
態
を
作
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

神
経
。

そ
の
研
究
の
第
一
人
者
が
、
丹
田
呼
吸
法
を
手
懸
か
り
に
、
誰
も

が
で
き
る
脳
の
活
性
化
方
法
を
解
説
。

著Ａ５判・346頁
1,600円＋税

―
―

武
道
と
セ
ロ
ト
ニ
ン
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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ニュース

武藤芳照発起人代表・
理事長

一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
振
興
機
構
発
足
記
念
会

ル
ー
ル
と
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
精
神
を
守
り
、

ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
守
り
育
も
う

「
一
般
社
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
振
興
機
構
発
足
記
念
会
」
が

６
月
29
日
、
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
（
東
京
・
芝
公
園
）
に
お
い
て
開
か
れ
た
。

　

同
機
構
は
、
ス
ポ
ー
ツ
界
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
の
強
化
を
図
る
た

め
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
教
育
の
充
実
を
図
り
、
よ
り
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振

興
に
資
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
て
競
技
団
体
を
支
援
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
守
る
狙
い
が
あ

る
。
事
業
・
活
動
と
し
て
、
①
教
育
・
啓
発
事
業 

②
「
ス
ポ
ー
ツ
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・

オ
フ
ィ
サ
ー
」
の
育
成
事
業 

③
調
査
研
究
事
業 

④
相
談
事
業 
⑤
評
価
・
認
証
事
業 

⑥

普
及
事
業 

⑦
機
構
の
目
的
に
合
致
し
た
事
業
・
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
る
。

　

武
藤
芳
照
発
起
人
代
表
・
理
事
長
の
も
と
、
顧
問
に
は
宗
由
貴
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー

プ
総
裁
、
三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務
局
長
ほ
か
６
名
が
就
任
し
、
名
誉

顧
問
に
は
森
喜
朗
、
王
貞
治
、
山
口
良
治
の
３
氏
が
就
任
し
た
。

の
商
売
の
一
番
の
〝
敵
〞
は
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
私
た
ち
は
脚
本
に
則
っ
て
、
そ
れ
が

い
か
に
も
本
当
で
あ
る
か
の
ご
と
く
演
じ

ま
す
。し
か
し
、ス
ポ
ー
ツ
は
真
実
で
す
。

私
共
も
負
け
な
い
よ
う
脚
本
と
リ
ア
ル
な

プ
レ
イ
の
精
神
を
守
り
、
芝
居
を
愛
す
る

人
々
と
芝
居
の
価
値
を
守
り
、
育
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
す
ば
ら
し
い
強
敵
、
本
当
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　

そ
の
後
、
理
事
25
名
と
監
事
１
名
の
紹

介
が
あ
り
、
有
森
裕
子
理
事
（
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
）
や

河
合
純
一
理
事
（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳

金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
な
ど
が
登
壇
し
、
自
己

紹
介
を
行
っ
た
。

　

続
い
て
、
馳
浩
理
事
（
前
文
部
科
学
大

臣
・
ス
ポ
ー
ツ
議
員
連
盟
事
務
局
長
）
の

乾
杯
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
歓
談
の
後
、
最

後
に
羽
田
雄
一
郎
理
事
（
参
議
院
議
員
）

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
て
、
式
典
は
盛
会
裏

に
終
了
し
た
。

ー
ブ
メ
ン
ト
の
未
来
を
形
作
る
20
＋
20
の

提
言
』
の
中
に
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

徹
底
は
含
ま
れ
て
お
り
、
今
や
ス
ポ
ー
ツ

界
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
充
実
・
強
化

は
喫
緊
の
重
要
課
題
と
位
置
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
本
機
構
は
我
が
国
ス
ポ
ー
ツ
界

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
充
実
・
強
化
を

図
り
、
よ
り
健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振

興
と
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
保
ち
、
高
め
ら

れ
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
開

会
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
祝
辞
と
し
て
鈴
木
大
地

ス
ポ
ー
ツ
庁
長
官
が
「
メ
ダ
ル
の
色
や
数

だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン

テ
グ
リ
テ
ィ
（
誠
実
性
・
健
全
性
・
高
潔

性
）
を
高
め
、
ク
リ
ー
ン
で
フ
ェ
ア
な
ス

ポ
ー
ツ
を
推
進
し
、
関
係
諸
団
体
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値

の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
」
と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
女
優
の
水
谷
八
重
子
氏
は
「
私

　

式
典
は
午
前
12
時
に
開
会
。
間
野
義
之

発
起
人
・
理
事
の
司
会
で
始
ま
っ
た
。

　

は
じ
め
に
武
藤
発
起
人
代
表
・
理
事
長

よ
り
、「
昨
今
誠
に
残
念
な
こ
と
で
す
が
、

我
が
国
の
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
様
々
な
社
会

的
事
件
、
不
祥
事
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

違
反
の
事
例
が
続
い
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ

の
持
つ
価
値
が
損
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
Ｉ
Ｏ
Ｃ
の
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア

ジ
ェ
ン
ダ
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ム

心技体 人を育てる総合誌
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「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
」「
日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」組
織
委
員
会
共
同
委
員
長
間
会
合

「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
」
及
び
「
日

本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」
組
織
委
員
会
共

同
委
員
長
間
会
合
が
７
月
７
日
、
東
京
で

開
催
さ
れ
、
高
村
正
彦
日
本
側
組
織
委
員

長
（
衆
議
院
議
員
・
日
本
武
道
館
会
長
）

及
び
シ
ュ
ヴ
ァ
ロ
フ
・
イ
ー
ゴ
リ
・
イ
ヴ

ァ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
ロ
シ
ア
側
組
織
委
員
長

（
ロ
シ
ア
連
邦
第
一
副
首
相
）
ほ
か
関
係

者
が
出
席
し
た
。

　

こ
の
会
合
で
は
、
２
０
１
８
年
に
開
催

さ
れ
る
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
年
」「
日

本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
年
」
の
準
備
状
況

と
、
今
後
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
、
両
国
共
通
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
及

び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
承
認
し
た
。

　

会
合
に
は
日
本
側
組
織
委
員
会
委
員
の

三
藤
芳
生
日
本
武
道
館
常
任
理
事
・
事
務

局
長
も
出
席
し
、
予
定
さ
れ
る
事
業
に
つ

い
て
概
要
説
明
を
行
っ
た
。

会
合
は
、
両
国
の
出
席
者
と
も
随
所
で

笑
顔
が
見
ら
れ
る
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
進

み
、
２
０
１
８
年
に
向
け
て
合
意
文
書
を

取
り
交
わ
し
て
終
了
し
た
。

２
０
１
８
年
の
開
催
に
向
け
て
合
意
文
書

会合の様子
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